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成果の概要 

 

 血縁関係がないにも関わらず顔が似ている人の遺伝子を比べると、塩基配列の類似性が高く、

学歴など生き方まで似ているとの報告がある。その真偽はともかく、顔の学術的な価値は遺伝

性疾患では以前から知られており、Noonan症候群など、経験ある医師ならばその他多くの先天

性疾患を指摘できるとされている。ディープラーニングによる画像認識の精度向上によりいく

つもの成果が報告されており、国内でも人種の偏りを補正する独自データの必要性が主張され

るものの、プライバシーの問題に阻まれ、作業は容易ではない。網膜芽細胞腫などの早期発見

など、顔写真の有用性は眼科での報告も相次いる。小児の顔画像の医学的な価値は急速に高ま

る上に、AI により他の分野への応用にも期待できる状況にある。成長により数年で変わってし

まうものの、写真として残しておけば貴重な試料であり続ける顔写真のデータを、個人情報の

保護を明確にした上で当センターがイニシアチブを取り、収集と医療への活用を目指した社会

基盤およびシステム基盤整備を行う必要があると考えている。 



 

 眼科と協力して収集したデータ、140名の乳児から取得した 763画像、および Flickr-Facees-

HQ の公開データセットに登録されている顔写真から乳幼児の写真を 1203 枚探し出し、これら

を組み合わせて研究を進めた。ディープラーニングを行うためには、数万程度のデータが必要

であると言われているが、特に希少疾患のサンプルを多数取得することは現実には不可能であ

る。どの程度のデータ量で、どの程度の結果を出せるのか把握するため、明確に判別が可能な

左右眼の判別 AIモデルを、訓練数を制限して作成し、比較した。眼科データ 763画像および公

開 1203 画像に対し、手作業によるアノテーション作業を行い、それぞれ訓練データ、テストデ

ータとして、検証を行った。1 画像から左右眼を取り出すので、クロップ数は画像数の倍にな

る。ImageNet の転移学習を、フレームワーク Tensorflow を用いて実行し、認識精度 0.9875、

F 値 0.9873 のきわめて良好な AI モデル作成を行うことができた。一方、クロップ数を制限し

た 5 モデルも作成し、ROC 曲線を描いて調べると、クロップ数が 100 以上になると F 値は 0.95

を超え、さらに 40 クロップでも全クロップと同程度の精度を出すことができることを確認し

た。 

 


